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閉鎖後数百年程度の放射性物質の閉じ込め性能を有する廃棄体パッケージの開発において、TRU 廃棄物の

多様な特性を踏まえて設定した検討項目に基づき、廃棄体パッケージの開発における製作技術の課題とそれ

を解決するための取り組みの概要を整理した。 
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1. 緒言 
TRU 廃棄物の地層処分では、廃棄体を収納した廃棄体パッケージを大

断面の処分坑道に集積配置することが考えられている。本検討では、上

蓋のない廃棄体パッケージ[1]と異なり、NUMO の包括的技術報告書[2] 
（以下、NUMO-SC）で示された、閉鎖後数百年程度までの放射性物質の

閉じ込め性能を有する廃棄体パッケージ（廃棄体パッケージ B（図 1））
を対象として、実証的な試験等を実施して、工学的な成立性し示すこと

を目的としている。ここでは、製作過程での課題と取り組みを中心に、

廃棄体パッケージの開発の全体概要を示す。 
2. 検討項目の設定と取り組みの概要 

廃棄体特性や環境要因等を考慮し、NUMO-SC
に示された設計要件や評価項目を満たすよう本

件等での検討項目を設定した（図2）。 
廃棄体パッケージの製作においては、金属容

器の溶接封入と廃棄体パッケージ内充填材の

仕様と施工が技術開発課題として抽出された。

金属容器の溶接封入においては、応力腐食割れ

の原因となる残留応力の低減が可能な遠隔溶接

技術の確立や、溶接及び溶接後熱処理時の廃棄

体への熱影響の低減が課題であり、要素試験で

の検討結果を踏まえて実規模の製作確認試験を

実施し、品質の確認とともに、安全要件を満たすための製作技術の情報や課題を示す。一方、廃棄体パッケ

ージ内充填材についてはセメント系材料の放射線分解による水素ガスの発生を抑制することが課題であり、

放射線照射試験によりガス発生特性確認してガス発生挙動を評価するとともに、効果的なガス低減対策を施

したセメント系廃棄体パッケージ内充填材の仕様を示して、実規模の製作確認試験により製作性を確認する。 
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図 1 廃棄体パッケージ B の概念図 
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図 2 廃棄体パッケージ B の開発における検討項目の設定 
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